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神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）
欧文数字を入力
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昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可（ ）
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県
の
た
よ
り
　
月
号
供
知

１０

事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
僑
の

項
で
、
黒
岩
知
事
は
「
知
恵

を
出
し
合
い
、
工
夫
す
る
こ

と
で
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
、
危
機
的
状
況
に
あ

る
県
財
政
に
対
す
る
県
民
と

の
供
危
機
意
識
の
共
有
僑
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
県
は
、
本
年
３
月
に
神
奈

川
県
緊
急
財
政
対
策
本
部
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
下
に
外
部

有
識
者
会
議
を
設
置
し
た
。

こ
の
役
割
が
か
つ
て
の
「
臨

調
」
を
彷
彿
さ
せ
る
た
め
、

こ
の
会
議
は「
神
奈
川
臨
調
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
知
事
は

「
わ
れ
わ
れ
は
沈
み
か
け
て

い
る
ボ
ー
ト
に
乗
り
合
わ
せ

て
い
る
」と
い
う
認
識
の
も

と
、義
務
的
経
費
の
削
減
を

「
聖
域
を
設
け
ず
、ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
徹
底
的
な
見
直
し
を
行

う
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
る
課
題
は
６
つ
、
①
県
有

施
設
の
原
則
全
廃
、
②
補
助

金
・
負
担
金
の
抜
本
的
見
直

し
、
③
教
育
臨
調
の
立
ち
上

げ
、④
人
件
費
の
大
幅
削
減
、

⑤
公
共
建
築
工
事
の
積
算
方

式
、
⑥
そ
の
他
の
財
源
対
策

―
で
あ
る
。
そ
の
根
本
思
想

は
「
福
祉
か
ら
成
長
の
エ
ン

ジ
ン
へ
の
財
源
の
移
転
」
に

あ
る
。

　
９
月
　
日
に
は
緊
急
財
政

２７

対
策
案
が
発
表
さ
れ
、
今
後

は
県
議
会
で
検
討
さ
れ
、
来

年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い

く
。
廃
止
や
見
直
し
が
検
討

さ
れ
て
い
る
医
療
・
福
祉
関

係
の
補
助
金
等
に
は
、
休
日

診
療
所
・
精
神
科
救
急
・
看

護
師
等
の
実
習
に
関
連
し
た

も
の
や
小
児
医
療
費
助
成
等

が
あ
り
、
看
過
で
き
な
い
。

当
会
は
現
在
、
友
誼
団
体
と

協
力
し
て
請
願
署
名
を
行
っ

て
い
る
。
会
員
に
も
是
非
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
県
は
こ
の
期
に
「
こ

れ
か
ら
の
神
奈
川
県
の
あ
り

方
に
つ
い
て
―
神
奈
川
州

（
仮
称
）
構
想
―
」
な
る
も

の
を
供
案
僑
と
し
て
発
表
し

た
。
詳
し
く
は
別
の
機
会
に

ゆ
ず
る
が
、
新
た
な
特
区
制

度
を
提
案
し
、
全
県
特
区
で

一
つ
の
州
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。
す
で
に
発
表
さ
れ
た

「
医
療
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」そ
し
て「
神
奈
川
臨
調
」、

「
神
奈
川
州
構
想
」、も
ち
ろ

ん
こ
れ
ら
は
一
連
の
も
の
で

あ
る
。

　
確
か
に
県
の
財
政
は
厳
し

い
。
本
来
国
か
ら
地
方
交
付

税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
財
源

の
多
く
を
、
県
債
（
県
の
借

金
）
で
肩
代
わ
り
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
た

め
だ
。
県
の
繁
栄
・
発
展
に

繋
が
る
こ
と
は
大
い
に
賛
成

し
た
い
が
、
犠
牲
に
な
る
分

野
、
あ
る
い
は
特
区
構
想
に

あ
る
「
開
か
れ
た
医
療
」
に

は
外
国
人
医
師
の
診
療
な
ど

問
題
点
は
多
く
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
発
言
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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医
療
福
祉
切
り
捨
て
の

神
奈
川
臨
調
を
許
す
な

 介護 地域医療対策部だより
介介護護報報酬酬QQ&&AA

　この間特に、協会へのお問合せが多い「居宅療養管理
指導費」の「同一建物」の考え方についてご紹介します。
Q1　どのような時に同一建物として扱うのか？
A1　「同じ屋根の下」は同一建物とお考えください。たと

えば、マンションの同じ棟に住むAさんとBさんに対
し居宅療養管理指導費を算定するときは「同一建物」。
また、一戸建てのC家に住むご主人C夫さんと奥様C子
さんの二人に対して居宅療養管理指導費を算定する
場合も「同一建物」。医科の訪問診療では「同一患家」
として扱いますが、介護保険には同一患家の考え方は
ありませんので、「同一建物」として扱います。

Q2　グループホームなどの施設に入居している方に対し
て居宅療養管理指導費を算定する場合は？

A2　複数の入居者に対して算定するときは「同一建物」、
一人の入居者に対して算定する場合は「同一建物以
外」の扱いです。

◆お問合せは、地域医療対策部まで（雑045-313-2111）

臨臨床床家家ののたためめののイイロロハハ塾塾
統統計計学学セセミミナナーーをを開開催催
　学術部は9月19日、開業医の臨床研究への興味を促

進するため、「臨床家のための統計学入門」をテーマとした臨床医学統計
セミナーを開催。東京大学大学院医学系研究科疫学・予防保健学教授の
大橋靖雄氏が講演し、医科歯科の統計に興味を持つ会員50名
が参加した。
　講演では、臨床の現場に統計学が導入されてきた経緯や、
臨床研究で行うランダム化などの手続きが導入された背景に
ついて解説。臨床家として統計学を学ぶ上でベースとなる知
識が披露された。また、統計学を学ぶための定評のある教科
書なども紹介された。

講
師
の
大
橋
靖
雄
教
授

児
童
虐
待
予
防
で
研
究
会
開
催

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
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述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述述

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
は
不
可
欠

子どもと家庭・支援対策小委員会委員
会の三宅委員（左）と岩崎委員長

北
九
州
市
立
八
幡
病
院
・
市
川
氏

横
浜
市
中
央
児
童
相
談
所
・
白
木
氏

医
協
な
ど
の
関
係
者
が
、
財
政

と
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
「
議
論
の
土
台
を
共
有
」
す

る
場
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
の
認

識
を
示
し
た
。

　
政
権
交
代
後
、財
政
審
の「
建

議
」
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
陣
容
増
強
、
報
告
書
作
成
、

合
同
協
議
提
案
の
一
連
の
変
化

は
大
転
換
で
あ
り
、
従
来
の
予

算
編
成
プ
ロ
セ
ス
よ
り
踏
み
込

ん
で
い
る
。
予
断
は
禁
物
と

な
っ
て
い
る
。

医
療
費
の
窓
口
負
担
を
２
割
に

す
る
こ
と
で
各
委
員
の
一
致
を

み
た
。
こ
れ
は
２
０
１
３
年
度

予
算
編
成
に
お
け
る
社
会
保
障

制
度
分
野
の
議
論
で
の
こ
と
。

現
在
、　
歳
～
　
歳
の
窓
口
負

７０

７４

担
は
１
割
と
な
っ
て
い
る
が
、

特
例
措
置
に
よ
る
も
の
で
本
法

で
は
２
割
と
な
っ
て
い
る
。

　
分
科
会
は
　
月
末
ま
で
に
報

１１

告
書
を
ま
と
め
、
財
務
省
が
提

言
内
容
を
　
年
度
予
算
に
反
映

１３

さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
、

与
党
内
に
は
反
対
意
見
が
強
く

先
行
き
は
不
透
明
だ
。

　
ま
た
分
科
会
で
は
介
護
保
険

の
自
己
負
担
割
合
の
引
き
上

げ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

の
転
換
で
国
庫
４
千
億
円
（
医

療
費
ベ
ー
ス
１
・
６
兆
円
）
の

財
源
効
果
が
あ
る
こ
と
、医
師
・

弁
護
士
の
国
保
組
合
へ
の
国
庫

補
助
の
見
直
し
な
ど
も
議
論
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
財
政
制
度
審
議
会
の
財

政
制
度
分
科
会
は
こ
の
　
月
４

１０

日
よ
り
陣
容
を
大
幅
に
補
強
。

ト
ヨ
タ
、
日
本
生
命
、
Ｊ
Ｒ
東

海
、
阪
急
電
鉄
、
東
京
ガ
ス
な

ど
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業
の
会

長
ク
ラ
ス
や
、
労
組
の
連
合
会

長
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
読
売
新

聞
、
毎
日
新
聞
、
産
経
新
聞
の

マ
ス
コ
ミ
の
論
説
委
員
等
の
　１３

名
を
臨
時
委
員
と
し
て
専
任
。

名
称
も
「
財
政
に
つ
い
て
聴
く

会
」
と
改
称
し
た
。
初
回
の
会

合
で
は
消
費
増
税
に
よ
る
歳
入

増
が
あ
っ
て
も
歳
出
の
効
率
化

は
「
不
可
欠
」
と
の
意
見
が
多

数
を
占
め
、
分
科
会
会
長
の
吉

川
洋
・
東
大
大
学
院
教
授
は

「
社
会
保
障
」
が
重
点
と
示
し

た
。

　
各
論
の
議
論
に
入
っ
た
　
日
１５

の
最
初
の
テ
ー
マ
は
「
医
療
・

介
護
の
効
率
化
」。こ
れ
が
中
核

と
印
象
付
け
た
。
ま
た
柚
木
財

務
大
臣
政
務
官
は
財
政
審
と
厚

労
省
の
社
会
保
障
審
議
会
や
中

調
。
児
童
虐
待
に
対
す
る
組
織

的
対
応
が
必
要
と
し
た
。

　
市
川
氏
は
実
際
に
虐
待
を
受

け
た
児
童
の
外
観
写
真
や
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
を
数
多
く
紹
介

し
、虐
待
に
よ
る
傷
の
特
徴
に

つ
い
て
詳
し
く
解
説
。参
加
者

は「
二
重
条
痕
」等
、日
常
診
療

説
し
た
。

　
児
童
虐
待
防
止
医
療
機
関

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
虐
待
の

鑑
別
診
断
に
自
信
を
持
て
な
い

診
療
所
が
直
接
児
童
相
談
所
等

に
通
報
す
る
の
で
は
な
く
、
小

児
科
医
会
、
市
医
師
会
の
虐
待

対
策
の
委
員
会
を
通
し
て
、
小

児
科
医
や
脳
外
科
医
が
　
時
間

２４

常
駐
す
る
基
幹
病
院
に
相
談
で

き
る
。
複
数
あ
る
基
幹
病
院
間

で
の
情
報
交
換
や
症
例
検
討
、

ま
た
基
幹
病
院
か
ら
の
児
童
相

談
所
等
へ
の
通
告
も
行
わ
れ
て

い
る
と
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

果
た
す
役
割
が
児
童
虐
待
防
止

に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
強

別
診
断
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　
続
い
て
市
川
氏
は
、
北
九
州

市
の
医
療
機
関
に
対
し
て
行
っ

た
虐
待
の
鑑
別
診
断
の
調
査
に

お
い
て
、
７
割
以
上
の
医
療
機

関
が
「
鑑
別
診
断
は
困
難
」
と

回
答
し
た
こ
と
を
紹
介
。
そ
れ

を
踏
ま
え
、
北
九
州
市
に
お
け

る
「
児
童
虐
待
防
止
医
療
機
関

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
つ
い
て
解

さ
ら
に
、「
毎
日
児
童
と
接
す
る

こ
と
が
で
き
『
線
』
で
虐
待
の

事
実
を
見
抜
け
る
教
育
機
関
と

は
違
い
、
医
療
機
関
で
は
来
院

時
に
『
点
』
で
虐
待
の
事
実
を

見
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
次
回
来

院
時
に
は
児
童
の
症
状
が
重
篤

化
し
て
い
る
場
合
が
多
い
」
と

し
、
医
療
機
関
で
の
虐
待
の
鑑

　
地
域
医
療
対
策
部
は
　
月
６

１０

日
、
第
　
回
児
童
虐
待
予
防
対

１０

策
研
究
会
を
開
催
。　
名
が
参

４４

加
し
た
。
北
九
州
市
立
八
幡
病

院
院
長
の
市
川
光
太
郎
氏
が
講

師
を
務
め
、
さ
ら
に
横
浜
市
中

央
児
童
相
談
所
の
白
木
富
幸
氏

が
話
題
提
供
を
行
っ
た
。

組
織
的
対
応
が
可
能

虐
待
防
止
 N
W
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
市
川
氏
は
冒
頭
、
児
童
虐
待

が
増
え
る
原
因
と
し
て
、
若
い

親
の
「
我
が
子
よ
り
も
自
分
が

大
切
」
と
い
う
気
持
ち
や
、
家

庭
機
能
の
脆
弱
化
・
崩
壊
を
あ

げ
、
虐
待
の
通
報
件
数
も
１
９

９
０
年
に
比
べ
て
　
倍
ほ
ど
増

６０

え
て
い
る
と
の
実
態
を
紹
介
。

に
み
る
自
然
外
傷
と
の
峻
別

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
最
後
に
市
川
氏
は
、
地
域

全
体
で
、
虐
待
の
原
因
と
な

る
家
庭
力
・
家
族
力
の
低
下

し
た
家
族
を
い
か
に
見
出

し
、
支
援
し
て
い
く
か
が
重

要
と
説
い
た
。

所
へ
望
む
こ
と
と
し
て
、
回
答

者
の
８
割
以
上
が
「
迅
速
な
対

応
」
を
あ
げ
て
お
り
、
８
割
弱

が
「
対
応
後
の
経
過
を
情
報
提

供
し
て
欲
し
い
」
と
考
え
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
―

と
し
、
取
り
組
み
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
子
ど
も
と
家
庭
・

支
援
対
策
小
委
員
会
の
岩
崎
委

員
長
、
三
宅
委
員
を
座
長
に
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

児
童
相
談
所
へ
の
情
報
提
供
の

仕
方
、
学
校
等
と
の
連
絡
体
制

な
ど
、
多
く
の
意
見
交
換
が
な

さ
れ
た
。

る
理
由
の
う
ち
、６
割
が『
判
断

の
自
信
が
な
い
』こ
と
で
あ
っ

た
」と
結
果
に
つ
い
て
説
明
。ま

た
、
通
告
す
る
際
、
児
童
相
談

関
に
お
け
る
虐
待
に
対
す
る
意

識
調
査
や
、
児
童
相
談
所
へ
期

待
す
る
こ
と
等
を
調
査
。
白
木

氏
は
、「
外
部
通
告
に
抵
抗
が
あ

虐
待
発
見
時
対
応
の

実
情

　
続
い
て
話
題
提
供
と
し
て
、

横
浜
市
中
央
児
童
相
談
所
の
白

木
氏
よ
り
横
浜
市
の
小
児
科
標

榜
医
療
機
関
に
対
し
て
行
わ
れ

5500名名がが
参参加加

高
齢
者
２
割
で
財
政
審
が
一

高
齢
者
２
割
で
財
政
審
が
一
致致

陣
容
増
強
　
社
保
審
と
の
合
同
も
視
野

　
財
務
省
は
　
月
　
日
、
財
政

１０

１５

制
度
等
審
議
会
の
財
政
制
度
分

科
会
を
開
き
、　
歳
～
　
歳
の

７０

７４

た
虐
待
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
医
療
機


